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　　　　　　　　強いからだと豊かな心を養い、最後までよく考え、意欲的に生きる子どもの育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育てたい子ども像
　　　　　　　　　 ～おもいやりのある子　かんがえる子　さきに行動する子　きたえる子～

本年度の取組についての評価

平成２５年度　自己評価書
学校名 和　歌　山　市　立　岡　崎　小　学　校　　　　　　　　　　　

教育目標

作成日

府　中　　恵　理校長氏名

平成　 ２６ 　年　２　月　２１日

・市教育委員会の研究指定を受けて研究を行い、
教科等別研修会で低・中・高学年の３研究授業を
行い、良い評価を受けた。
・児童の実態を把握した総合単元を組み、教育活
動全体で道徳の力を育む工夫をしたが、他の教科
等における関連性を常に意識した学習の取組が十
分でなかった。
・研究の核である「道徳の時間」について、畿央
大学島教授に発達の段階に応じた目標の設定や発
問の工夫等について指導を受けることで授業の充
実を図った。
・いじめに対する早期発見・早期対応するため、
毎月のアンケートで児童の生活や心の変化をつか
むとともに、事案発生時には迅速に対応し、取組
を進めてきた。
・縦割り掃除等で教師が積極的に言葉をかけ一緒
に活動することで、特に、高学年が主体的に活動
できるよう支援したが、労働や奉仕に関しては少
し課題が残った。
・ときわクラブとの交流会や社会見学、森林体験
学習をはじめ、ＰＴＡ土曜センター事業の行事に
おける地域の方々との交流をとおして、心を豊か
にする体験活動を行った。

・指導の充実のため、引き続き教材研究
を深め、授業に取り組んだ。
・市特別支援教育支援員が支援の必要な
学級に入り、生活や学習で児童の支援を
行った。
・和歌山大学生ボランティア２人を迎
え、基礎的な知識・基本的な考え方の定
着を図るため、児童にタイムリーに支援
した（１年生を中心に４～６年生）。
・帰りの会の前に「学習タイム」でも計
算や漢字、作文や視写、読書等に学年や
クラスで取り組んだが、毎日、確実に時
間を保証できなかった。また、系統だっ
た取組にできていない。
・全国学力・学習状況調査では、３年間
連続で少しずつポイントが減少傾向にあ
る。国語の表現力・活用力を問う問題に
は課題がある。また、県学習状況調査で
も、県平均レベルで高い方ではない。
・書く力をつけるため、学期初めの会議
で書かせ方の実践を持ち寄り研修した。
授業で書く機会を増やすなど、工夫を重
ねてきた。

・今後も学校便りだけでなく、学校ホームぺージ
も充実させることでを保護者だけでなく地域へも
広く学校の活動や子どもの様子を知らせる。
・地域の方々との連携を一層深め、児童が地域の
方々とより交流できる行事等を計画していく。

・ 道徳教育を柱に、教育活動全体を通じ
て、「豊かな心をもち、よりよく生きよう
とする子ども」を育成する。
・人権教育・道徳教育を推進する中で、一
人 一人の良さに気づき、他人に対する寛容
と温かい思いやりのある心を育み、人権意
識の高揚をめざす。

豊かな心 確かな学力
・児童・教職員・保護者が教育目標の具現
化に向けた取組を行う。
・保護者や地域との信頼関係を深めるとと
もに、地域の関係団体等とも連携を図り、
児童の健全育成に努める。

開かれた学校

・「おかざき」の教育目標を学校だより、学校
ホームページや地域や保護者向けの講話で意識的
に知らせた。
・学校のホームページを頻繁に更新することで、
学校の教育目標や活動内容、児童の様子を保護者
だけでなく広く地域にも知らせた。
・児童のトラブルやけが等への迅速な対応に努め
るとともに、保護者から相談しやすい関係を築け
るよう、様々な機会に呼びかけたことで、気軽に
相談を受けることが多かった。
・前年に比べアンケートの「子どもが相談しやす
い学校」と「学校は教育活動や子どもの様子を保
護者にわかりやすく伝えている」の項目が数ポイ
ント高くなった。
・地域の関係団体と連携して児童の学年や発達の
段階に応じ、地域の方々と交流をすることにより
児童にとって様々な良い体験ができ、交流も深
まった。
・通学路等の危険箇所や災害避難等については、
地域の関係機関と連携して、安全な環境づくりの
ために対応した。

　児童の命を守り、児童が安全・安心に生活を送れるようにする。
　　・体調不良やけがが多い状況をふまえ、健康管理視点から保護者への働きかけ等をしていく。
　　・火事・地震や津波・不審者に対する避難訓練を充実させる。
　　・地震や津波についての学習と避難訓練を連携させて充実を図る。
　体力の低下に伴う課題解決のための方策を考えていく。

・来年度も和歌山市教育委員会の研究指定を受
け、道徳教育の研究に取り組むことで、子どもの
心を育んでいく。
・いじめのない学校づくり、仲間意識を高めるた
めに、総合単元的な道徳学習の取組を充実させる
とともに、人権意識を高めるための取組も一層充
実させる。

・道徳と他の教科等の時間と連携させた総合単元
を組み、教育活動全体を通じた道徳教育を意図的
に行う。
・道徳の時間の話し合い活動・発問の工夫・授業
展開（特に自己の生き方について考えを深めるこ
との視点を持つ）等の研究を行い、その充実を図
る。
・様々な教育課題を解決するための取組をすす
め、一人一人の子どもの個性を生かし、その可能
性を最大限に発揮できるよう、日々の教育活動を
とおして子どもの実態を十分に把握し、必要な手
立てを講ずる。
・心を豊かにする体験活動（縦割り活動・加太合
宿・交流活動等）の内容の精選を行い、充実させ
る。

・ 児童と教職員が教育活動全体を通じて目標の
具現化に取り組む。（挨拶・縦割り掃除等）
・ 学校からの広報誌や学校行事の参観等で学校
教育目標や教育活動等を保護者や地域へ広く知ら
せる。
・ 児童の様子等について、保護者から相談しや
すい環境づくりに努め、家庭との連携を密にして
児童の健全育成をする。
・ 地域の関係団体等とも連携を図り、児童が安
全に登校でき、学びやすい環境（通学路や災害時
の安全を含む）をつくるために取り組む。
・ 児童の学年や発達の段階に応じ、地域の方々
との交流を深める。

・「わかる授業」「楽しい授業」を
目指し、児童一人一人を大切にした
授業を行う。
・「書く力」について研修し、思考
力・表現力を伸ばす。
・授業や「学習タイム」で基礎基本
の確実な定着を図る。

・教材研究を深め、十分な準備のもと、
授業を充実させる。
・思考力・表現力を向上させ活用力をつ
けるため、考えを書く力や人前で話す力
を伸ばすことを大切にする。
・支援員（市特別支援教育支援員・和歌
山大学生）を活用し、基礎的な知識・基
本的な考え方の定着を図る。
・「学習タイム」の内容を充実させ、計
算ドリルや漢字学習、読み聞かせ、読書
の時間として、国語・算数の力をつけ
る。
・ 一人一人に合ったペースで着実に学
力をつけさせ、自己肯定感を育む。

・全ての教科における教材研究をさらに
深めて充実した授業を行うとともに、支
援員を活用した児童の学力向上を図る。
・思考力や表現力・基礎的な知識の活用
力を向上させるため、書く活動について
さらに研修を深めるとともに、考えを書
く力や人前で話す力を伸ばす。
・「学習タイム」の充実を図るため、校
時表の組み替えをし、時間確保と内容の
充実と系統性を持たせていく。

その他の課題



　児童の命を守り、児童が安全・安心に生活を送れるようにする。
　　・体調不良やけがが多い状況をふまえ、健康管理視点から保護者への働きかけ等をしていく。
　　・火事・地震や津波・不審者に対する避難訓練を充実させる。
　　・地震や津波についての学習と避難訓練を連携させて充実を図る。
　体力の低下に伴う課題解決のための方策を考えていく。


